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研究成果の概要（和文）：目的：医療安全に関するNon-Technical Skills（以下NTS）のトレーニングプログラ
ムを開発し、効果を検証する。
方法：点滴管理でのNTSを特定し、「状況認識」「意思決定」「コミュニケーションとチームワーク」を学ぶプ
ログラムを構築した。看護学生24名に2016年2月～3月に実施し、正誤問題10問で理解度を評価し、理解の適切性
を質的内容分析した。
結果：NTSの基礎知識、事例に即した思考訓練、疑似臨床場面でのパフォーマンス評価をｅラーニングと集合教
育するプログラムによる理解度は正答率87％で、課題への解答は模範解答とほぼ一致していた。結論：学習成果
から、プログラムの有効性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：Aim：To develop a patient safety training program for non-technical skills 
(NTS) in intravenous drip within basic nursing education, and to evaluate its effectiveness.Methods
：Identify the NTS in IV administration, and constructed a program to learn "situation recognition"
 "decision making" "communication and team work".E-Learning by 24 nursing students and a flipped 
classroom from 02-03/2016. Evaluated on their NTS understanding level with a ten-item test and 
descriptive answers to questions. TF questions and descriptive statistics calculated. The 
descriptive content analyzed qualitatively.
Results: A program was developed to e-learning and collective education on basic knowledge of NTS, 
thinking training according to case, performance evaluation in pseudo-clinical situation. The 
understanding degree of NTS was 87% correct answer rate. The answer to the task was almost 
consistent with the model answer.Conclusion: From the results, the effectiveness of the program was 
suggested.
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１．研究開始当初の背景 
世界保健機構（WHO）が提示した、『患者
安全カリキュラムガイド；多職種版 Patient 
Safety Curriculum Guide: 
Multi-professional Edition 2011』（相馬ら
訳,2012,以下ガイド）では、医療系教育機関
での患者安全教育のための効果的な能力開
発の支援を目的に、指導者向け指針と患者安
全トピックの活用が推奨されている。 
新たに「医療安全」が必須内容として位置
づけられた改正看護基礎教育課程（厚生労働
省,2007）以降の看護研究では、根本原因分
析（石川,2009）、確認行動のシミュレーショ
ン（佐久間他,2010）、危険予知トレーニング
（宮崎他,2011）等の教育実践報告が増加した。 
しかしながら未だ、ガイドの提唱する、エ
ラーに学び・害を予防するスキル等が系統的
に教授されているとは言い難い現状にある
（岩本,2008 衣川他,2013 有田他,2016）。安
全な医療を提供できる看護師を育成するに
は、新たな教育内容と方法によるカリキュラ
ムを開発研究する必要がある。 
そこで、患者安全に関する医療者のノンテ
クニカルスキルのトレーニング（Rhona 
Flin ,Paul O’Connor, Margaret 
Crichton,2008/小舘ら訳,2012）に着目した。
個人が業務を行う際には、業務に直結した専
門的知識と技術である Technical Skills（以
下、TS）とともに Non-Technical Skillsが駆
使される。ノンテクニカルスキル（以下、
NTS）とは、状況認識やコミュニケーション
力、肉体的精神的要因のコントロール力を指
す。イギリスでは 2006年に、「外科医の NTS
コース」が開発され、日本でも導入されたが
（大阪大学医学部附属病院，2012）、ガイド
において向上が求められている NTSに関す
る研究と教育プログラムの開発は緖につい
た段階である。 

 
２．研究の目的 
現段階では医療安全に関する看護師の

NTSとは何かが特定されていないため、その
教育方法も未開発といえる。そのため、医療
安全に関する看護師の NTS を特定し、トレ
ーニングのためのプログラムの開発が求め
られる。 
本研究は看護師が安全な医療を提供でき
るための、看護基礎教育における NTS のト
レーニングプログラムの開発と効果の検証
を目的としている。 
 看護師に求められる TS と NTS の双方を
統合する教育手法は、看護基礎教育における
包括的な看護実践能力の修得に貢献すると
いえる。 
 
３．研究の方法 
プログラム開発は、 ①安全な医療の提供
に関する看護師の NTS の特定、②プログラム
構築と教材の作成・評価法の検討、③トレー
ニングの実施と評価のプロセスを経た。その

具体的な方法は、以下のとおりである。 
（1）安全な医療の提供に関する看護師の NTS
の特定  
ローナ・フィリンらによる NTS を明らかに
する方法を参考に、安全な医療の提供に関す
る看護師の NTS の特定を行った。2014 年 10
月に A病院勤務の看護師 5名を対象に、静脈
点滴管理における業務の遂行についてイン
タビューガイドを用い、約 60 分の半構造化
面接を実施した。インタビューガイドは、看
護師 4名に予備調査（面接・フォーカスグル
ープインタビュー）を行った結果を踏まえて、
NTS に関する内容を特定するための質問肢か
ら構成した。 
分析は、R.フィリンによる NTS７カテゴリ
ー、すなわち「状況認識」「意思決定」「コミ
ュニケーション」「チーム作業」「リーダーシ
ップ」「ストレスマネージメント」「疲労」を
枠組みとして、逐語録を文章化し、意味を持
つ文章を分析単位として、内容の類似性に基
づき分類・整理し、安全な医療の提供に関す
る看護師の NTS を特定した。 
（2）プログラム構築と教材の作成 
看護学生の学習ニーズについて文献を参
考に分析し、到達目標・内容・方法を検討し、
プログラムを構築した。トレーニングで使用
する教材を開発し、トレーニング計画を作成
した。作成したプログラムと教材の妥当性を
検討するために、新人看護師３名にトレーニ
ングを実施した後に、インタビューし改善点
を見出した。 
（3）トレーニングの実施と評価  
看護系大学２校および看護専修学校４校
に在籍する研究参加に同意した看護学生 24
名を対象とし、課程別の各 12 名に、平成 28
年２月～３月にトレーニングを実施した。   
効果測定は、目標に準拠した教育評価の考
え方に依拠し、各単元のプログラム内容に応
じた学習結果を分析する手法をとった。A単
元：eラーニング後の知識の理解度をみるた
めに、正誤問題 10 問を作問し正答率を分析
した。B単元および C単元の評価は NTS 活用
の適切性をみるために、課題に対する記述内
容を質的に内容分析した。B単元では、課題
に対する「模範解答」を分析指標とした。C
単元の学習効果の測定にあたり、パフォーマ
ンス評価に適した評価指標として開発が推
奨される、ルーブリック（田中,2008 西岡
他,2015）に準じて評価表を作成した。課題
遂行中のパフォーマンスを学生が評価し、
NTS を用いた医療安全を確保した具体行動か
どうかを判定する評価表を考案した。 
（4）学生による本プログラム全体の評価 
授業評価としての 10 項目の評価項目からな
る質問紙を自作した。回答は「当てはまる」
から「当てはまらない」の４段階リッカート
で求めた。トレーニング終了後に質問紙調査
を行った。授業評価 10 項目は「当てはまる：
4点」～「当てはまらない：1点」に得点化
し、記述統計を算出した。 



４．研究成果 
安全な医療の提供に関する看護師のNTSの
看護基礎教育におけるトレーニングプログ
ラムを ①安全な点滴管理における看護師の
NTS の特定、②プログラム構築と教材の作
成・評価法の検討の過程を経て開発した結果
は、以下のとおりである。 
(1) 特定された、看護師による点滴管理にお 
ける NTS の主要なカテゴリーは「状況認識」
「意思決定」「「コミュニケーションとチーム
ワーク」であった（表１）。3カテゴリーに含
まれる要素を定義し作成したリストは、象徴
的な行動例を含む内容から成る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（2）点滴管理における NTS の育成を目的と
するトレーニングプログラムは、３単元すな
わち、A:NTS の基礎知識の個別学習、B:NTS
の要素を事例に即して理解するグループワ
ーク、C:疑似臨床場面で NTS を用いたパフォ
ーマンス評価から構成される(図１)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（3）看護基礎教育課程履修終了時の看護学
生 24 名を対象に、eラーニングとグループ討
議およびシミュレーションの集合教育でト
レーニングを実施した。 
学習成果を NTS の基礎知識の理解、事例に
即した状況認識・意思決定の要素の具体的な
考え方の導出、NTS を用いたパフォーマンス
評価において分析した。 
NTSの知識の理解度は平均正答率87％であ

った。課題への解答内容をみると、事例に即
した意思決定が具体的に記述され、模範解答
とほぼ一致していた。パフォーマンス評価で
は、NTS の活用の適否を判断する妥当な記述
内容が認められた。 
以上の学習成果から、トレーニングによる学
習目標の達成が確認できた。 
（4）プログラム全体の学生による評価の結
果は、各単元の教育内容と方法およびプログ
ラム構成において概ね適切との回答を得た。 
（5）結果を総合すると、開発した看護基礎
教育における医療安全に関するNTSのトレー
ニングプログラムは学習効果をもたらし得
る、有効なプログラムであることが示唆され
た。 
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